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国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 報 告 書 発 行 に あ た っ て
2 0 0 3 年 12 月 1 日・ 2 日 に 、 芝 蘭 会 館 ( 京 都 市 ) に お い て 、 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ " S e e k i n g a n  effective 
w a t e r s h e d  m a n a g e m e n t  s y s t e m  t h r o u g h  interdisciplinary a p p r o a c h  -considering m u 1tiple spatial 
scales a n d  stakeholders - “ を 開 催 し ま し た 。
こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 3 - 1  r琵 琶 湖 一 淀 川 水 系 に お け
る 流 域 管 理 モ デ 、/ レ の 構 築 J が、 5 年 間 の プ ロ ジ ェ ク ト の 2 年 目 に 、 企 画 し ま し た 。 国 内 外 か ら 、 流 域 管
理 に 関 係 す る 研 究 者 ・ 行 政 関 係 者 ・ N G O の 方 々 の 参 加 を 得 て 、 1 ) 流 域 管 理 の 現 状 と 課 題 を 集 約 ・ 検
討 し た 上 で 、 2 ) プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め て い く 上 で の 課 題 に つ い て 、 徹 底 し た 議 論 を お こ な う こ と を 目 的
と し て い ま し た 。 こ の と き の 、 参 加 者 に よ る 講 演 や コ メ ン ト は 、 た い へ ん 刺 激 的 で あ り 、 そ の 後 、 プ ロ
ジ ェ ク ト を 進 展 さ せ る 上 で 、 大 き な 励 み と な り ま し た 。
ワ ー ク シ ョ ッ プ か ら 、 2 年 半 近 く を 経 て 、 い ま 、 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 最 終 年 度 を 迎 え ま す 。 プ ロ ジ ェ ク
ト 開 始 当 初 の 課 題 が ど の よ う な も の で 、あ っ た か 、 そ れ が ど の 程 度 、 そ の 後 の 研 究 活 動 で 解 決 ・ 解 明 し た
か 、 こ の 時 点 で も う 一 度 ふ り 返 り 、 自 覚 す る こ と が 、 こ れ か ら の 研 究 成 果 を と り ま と め る 上 で 大 切 だ と
感 じ 、 こ の 報 告 書 を 出 版 す る 運 び と な り ま し た 。
こ の 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 に は 、 多 く の 方 々 の ご 協 力 を い た だ き ま し た 。 あ ら た め て 、 こ こ に 感 謝
い た し ま す 。
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